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	第8話　地中からの声
はじめに
　
　
この本は、テーブルトークＲＰＧのリプレイです。システムは「放課後怪奇くらぶ」。
「クトゥルフの呼び声ＴＲＰＧ」に連なる、学園もののＴＲＰＧです。
　
「テーブルトークＲＰＧ」及び「リプレイ」に関する説明は、ここでは省きます。
テーブルトークＲＰＧわからないという方は……申し訳ありませんが、
ここを読んでみて、感覚的に理解できるというならば良し、
わけがわからないという場合は、上記キーワードで検索でもかけてみてください。
　
今回は４人で遊んでおり、３人がそれぞれ自分の「キャラクター」
を操作し、一人が物語の進行役を担っているという形です。
　
では、今回のおはなしへ――。
　
　
ＳＣＥＮＥ　０　：　生徒紹介
■香取　菊子（かとり・きくこ）
３年３組／女子　陸上部部員（砲丸投げ）
【能力値】STR17／DEX10／INT15／CON９／APP11／POW11／SIZ11／EDU12／SAN50（元値55）
　怪奇現象への遭遇率は高いけれど、相変わらず怖いものは『嫌い』らしい。平和な生活に戻るのが望み。
　
■副島　澄子（そえじま・とうこ）
３年１組／女子　オリエンテーリング部部長
【能力値】STR14／DEX13／INT18／CON８／APP11／POW11／SIZ14／EDU16／SAN53（元値55）
　部員数が少ないオリエンテーリング部をまとめる頑張り屋さん。怪奇現象には耐性ができつつある様子……（笑）
　
■聖　麻希（ひじり・まき）
２年２組／女子　オカルト研究会会員・オリエンテーリング部かけもち部員
【能力値】：STR11／DEX12／INT10／CON14／APP11／POW８／SIZ９／EDU15／SAN37（元値40）
　見た目は可愛らしいが、骨の髄までオカ研部員。怪奇現象に興味津々な怖い者知らずさん。
　
　
ＯＰＥＮＩＮＧ　：　新年度到来
　
このシナリオから、菊子と澄子は３年生に、麻希は２年生に進級しました。
クラスメイトだった澄子と菊子は、文系と理系に別れたために３年生からは別クラス。
学年も上がって新規一転、怪奇現象とは縁のない３年生を目指したい……らしい。
　
キーパー：黄泉高校はクラス発表が４月７日にありまして、９日に入学式と始業式。そして、その次の週には学力テストがあります。
菊子　　：もう！？
キーパー：あるのよ。あれは何の意味があったのか、私も未だにわからないんだけど。（笑）
麻希　　：春休みの宿題をやらせるためだけのテストじゃないかなー。
キーパー：あとは１年生と２・３年生の対面式があって、クラブ紹介なんかもあります。
澄子　　：おお。よし！（←今年こそ部員獲得に励みたい弱小部員）
キーパー：――まあ、それも全部すっ飛ばして、今は４月24日。（笑）
麻希　　：妥当ですな。
キーパー：放課後には入部希望の新入生が校内をうろうろし、グラウンドにも１年生の姿を見かけるようになります。でも今年は風邪が流行っていまして、新しいクラスになってもまだ欠席者がいるようです。
	今年の風邪は熱が出てだるくなるらしい。咳や腹痛はなくて……って、なんでメモを取りだすの？（笑）
澄子　　：（熱心にメモを取りつつ）腹痛とかないのが怪しいじゃないですか。
　
今回のシナリオは、ほんの少しだけクトゥルフテイストを漂わせた怪奇ものです。
私がラヴクラフトものを読んだ直後だったので、クトゥルフのフレーバーを入れたくて。
ただ、プレイヤー達はクトゥルフとは縁遠いので、ベースはあくまで『怪奇』のままで。
　
ＳＣＥＮＥ　１　：　４月23日（土）　黄泉高校クラブ活動
　
高校が舞台なのに部活ものをやっていない！　ということに気づき、
今回は、クラブ活動のシーンを軸に導入を組みました。
３年生は夏にはクラブを引退するため、今回を逃すと部活動ネタができなくなりますし。
　
キーパー：今週末は仮入部期間の後半で、陸上部は例年どおり十数人の部員が来ています。もうじき春季大会があるのですが……そうなると、菊ちゃんは朝から練習かな？
菊子　　：そうだね。最後くらいはちゃんとやろうかな。
キーパー：この時期、普段休みがちな人もちゃんと出てくる。
菊子　　：私とか。（笑）
キーパー：そして麻希ちゃんのいるオカ研は、既に見学者の中に土曜日にも顔を出す強者が２人ほど。
澄子　　：そいつらは残るとみた。
キーパー：オリエンテーリング部はどっちともいえないような子が５、６人。そして今日は外でオリエンテーリング活動をする予定の日ですが……麻希ちゃん、オカ研とオリエンテーリング、どっちに出る？
麻希　　：どこに行くんですか？
キーパー：ここから南東２キロほど離れたところに冥土山という山がありまして。（笑）
麻希　　：すごい地名だなー。
キーパー：公園、キャンプ場、宿泊研修施設グレイスポーツセンター、夜景の見える展望台などがあります。とはいえ標高110メートルしかないから、丘みたいなもんですね。（←妙に詳しいのは、地元の実在の山を元ネタに使っているからです）
菊子　　：そこの植物図鑑あるよ。（と、モデルにした山の植物図鑑を本当に持ってくる）
澄子　　：（植物図鑑を見ながら）爽やかそうでいい感じね。なるほど。
キーパー：冥土山には、『パーマネントコース』という、日本オリエンテーリング協会が指定したオリエンテーリング用の常設コースが定められています。今日はこれを使ってオリエンテーリングをしてみましょう、というもの。
澄子　　：常設っていうくらいだから、そんなにきついコースじゃないんだよね？
キーパー：全行程11キロですね、だから２時間ほど。澄子ちゃんは行ったことがありますが、麻希ちゃんはまだ経験がないです。
澄子　　：行こう行こう。仮入部の１年生も一緒に。天気もいいし。
キーパー：前の日までに地図を見てルートを各人に決めてもらってあって、麻希ちゃんは今回は一人で行ってみようね、って。キルプ（←部員Ａのアダ名です。澄子命名）も「僕は今回一人で行きます、大丈夫ですよー」って。――ちなみにキルプは前々回、いわゆる「逆走」という、地図の北と南を逆に設定して歩くという間違いをしまして。（笑）
麻希　　：そんなこともあるのか。
キーパー：間違いのバリエーションには逆走、90度間違い、道を平行に間違う平行ミスなどがあります。（笑）
麻希　　：危険がいっぱいだ！
　
あまり知られてはいませんが、オリエンテーリングとは個人対個人のれっきとした競技スポーツです。
個々人が専用の地図とコンパスを手に、定められたコースを最短時間で回るというもの。
長時間歩くor走る基礎体力、地図を読む能力、ルートを外れた時の的確な対応力などが問われます。
……ということを、このシナリオを作るときに初めて知りました。
　
結局、麻希とは澄子と共にオリエンテーリング活動として冥土山に。
菊子は、学校のグラウンドで陸上部の活動をすると宣言。彼女は砲丸投げをしています。
　
キーパー：菊ちゃんは部活中です。大回りでグラウンドを走っている時に……ちょっと<目星>で判定してもらえますか？
菊子　　：（ころころ）あ、成功した。
キーパー： 見学している１年生に混じって、３年生の男子の姿が見えます。
菊子　　：あれ、この時期に？　３年生ってわかるの？
キーパー：うん。誰かは特定できないんだけど、同学年の顔ぶれの中にいたよな、って。
菊子　　：じゃ、隣走っている子に……「３年ぽい奴いない？　知っている顔の、ほら、あいつ」
キーパー：（ころころ）「どれ？　誰？　わかんないや」
菊子　　：あれ？
キーパー：今はもういないです。そんなことをしながら部活をして……。そういえば砲丸投げの練習って、四六時中投げっぱなしってわけじゃないよね？（笑）
菊子　　：最初筋トレとかして、最後に投げて終わるくらいじゃないかな。
キーパー：フォームのイメージトレーニングとかしてそうだよね。みんなと混じってやれる競技じゃないような気がする。
麻希　　：というか、危なくて混じれないような。（笑）
キーパー：今日の練習の出来映えを……<芸術／陸上>があったよね？
菊子　　：あるある。チェックの跡もないから振ったこともない。振ってみていいの？（ころころ）成功。
キーパー：なかなかいい感じです。今までの記録を更新できたかな。
菊子　　：おお、いいかも。これなら大会も。
キーパー：うん。で、練習終わらせて、最後のアップを一人している時。クラブ棟の隅に砲丸投げの玉が転がっている。
菊子　　：ったく誰だよ、こんなとこ投げたのは～。取りに行く。
キーパー：そうするとですね、玉の下に折り畳んだ封筒サイズの油紙みたいなものの包みがある。
菊子　　：決闘状か？　玉をわきにのけて拾ってみる。
キーパー：はい。一辺15cmほどのの正方形の和紙が入っています。麻希ちゃんが喜びそうな紋様が朱墨で書かれている。二重円の中に甲骨文字が書かれているような感じ。
菊子　　：……とりあえず元通り畳んで……見なかったことにしたいんだけど。（笑）
キーパー：でも砲丸投げの玉が重しにしてあったから、玉を回収したらコレは風で飛んでっちゃうよ。
澄子　　：さあどうする。
菊子　　：玉は所定の場所に片づけて、封筒はその近くに置く。何もなければそれでいい。
麻希　　：何かあったら？
菊子　　：……知ったこっちゃない。（笑）
　
キーパー：一方のオリエンテーリング部ですが、めいめいが冥土山をコースを取りつつ歩いています。<ナビゲート>の判定をしてみてください。麻希ちゃんも一応持っていたよね？
麻希　　：（ころころ）しかも09で成功している。（笑）
キーパー：澄子ちゃんも麻希ちゃんも、自分が決めたコースを順調に進めているようです。キルプは……（ころころ）あ、いい感じ。みんな実力アップしているよ。菜穂ちゃんは……（ころころ）予定どおりのコースを歩めていないようです。澄子ちゃんについてきている１年生はちょっとバテ気味。こんなに早く歩くものだと思わなかったらしい。（笑）
澄子　　：辛かったらもうちょっとゆっくり歩こうね。
キーパー：「登りがきついですー！」
澄子　　：まだまだだな。
キーパー：一人で歩いている麻希ちゃんも順調です。
澄子　　：さすが副部長！
麻希　　：か、簡単じゃないですか～。（笑）
キーパー：そんなことをしていると、麻希ちゃん、どこかから声が聞こえるような気がする。
麻希　　：この場所を忘れないようにして、そっちの方に行ってみる。
キーパー：はい。では、<聞き耳>で場所を特定してみてください。
麻希　　：（ころころ）失敗です。
キーパー：どの辺かよくわからないです。
麻希　　：仕方ないので、やっぱりこの辺を探す。
キーパー：じゃ、５分経ち……15分経ち……20分経ちました。どこまで調べますか？
麻希　　：開始してから今まで何分くらい経っていますか。
キーパー：１時間ほど。予定時間まであと２時間あって、残りの行程は１時間くらいかな。
麻希　　：じゃ、とりあえず１時間探しますよ。
キーパー：もう１回<目星>。
麻希　　：（ころころ）成功。02。
キーパー：そうすると、何かの骨……と布製の筆箱を見つけます。古くないけどぐっちょり濡れている。ただ、声はさっき聞こえたきりでもう聞こえない。
菊子　　：骨ってどんな？　フライドチキンくらい？
キーパー：それよりは大きい。骨は半分腐葉土の中に埋もれています。そう大きくはないと思うけど全体像はわからない。筆箱はそこから３ｍほど離れたところにあります。
澄子　　：学生が生き埋めにされたとか……？
麻希　　：筆箱を拾い上げてみよう。
キーパー：ごく普通の布製筆箱。消しゴムとシャープと定規が入っていて、消しゴムには黄泉学園の校章が。これ、購買部で買える奴ですね。
菊子　　：へえ。生徒？
麻希　　：落とした人の身元がわかるようなものは？
キーパー：ボールペンが一緒に入っておりました。黒いのと赤いのが一緒に出る奴。そこに去年の書道コンクールの佳作っていうのがわかる。そして麻希ちゃん、もう１回<ナビゲート>で判定してみてください。
麻希　　：（ころころ）今度は失敗しているぞー。
キーパー：迷った。ここどこー？（笑）
菊子　　：おバカ。
麻希　　：わからなくなった……。問題はもう一度ここに来れるかどうかわからないということだ。
澄子　　：この辺りって携帯通じるのかな。
麻希　　：呼び出しても……場所がわからないし。（笑）
菊子　　：テレパシーで呼びかける。
麻希　　：木を傷つけたり自分で考えられる限りの目印をつけながら下ってみて、明るいところに出たら携帯で連絡。
菊子　　：傷つけられるような道具持っている？　ティッシュ巻き付けていくとか。
麻希　　：なら、ティッシュで印をつけながら行こう。
キーパー：25分ほどかけて車道に出ました。この道路と平行に歩いていたようです。既に集合予定時間は近づいており、澄子ちゃん達はもうゴールについている。
菊子　　：ゴールってどこ？
キーパー：公園入り口の事務所。
菊子　　：（植物図鑑の地図を見ながら）この辺かな……。じゃ、もっと上がってこなくちゃだめだね。
澄子　　：集合時間は何時の予定？
キーパー：１時だね。けど１時なんてのはギリギリの時間で、みんな集まり次第食べようって。
澄子　　：あとは麻希ちゃんだけ？
キーパー：うん。「聖さんどうしたんでしょう。心霊スポットにでも捕まったんでしょうか」とキルプ２号が言う。
麻希　　：ぐっ。
澄子　　：まあ、まだ時間まであるから、それまでは待ちましょう。
麻希　　：澄子先輩を呼び出そう。かけます。
キーパー：じゃ、澄子ちゃんの携帯が鳴ります。
澄子　　：はい。麻希ちゃん、どうしたの？
麻希　　：もしもし？　（唐突に）あの、ちょっと来てもらえますか？（笑）
澄子　　：……どこへ？
キーパー：麻希ちゃん、あなたの目の前には「40」っていう速度標識があるよ。（笑）
麻希　　：「40」って速度標識があるところ……。（笑）
菊子　　：どこだよー！？
麻希　　：来ないなら私一人で調べます。
澄子　　：いや、ええと、……もうちょっと詳しく聞かせてくれるかな？
麻希　　：筆箱が……。――これ以上は言えません。（笑）
澄子　　：しょうがないな。わかった、一旦切るね、動かないでね、って切ります。で、皆さん、副部長が別な用事があるので私はそっちに行ってきますけれども、特に遭難したとかそういうわけでは……至って元気だし。
キーパー：１年生はちょっと顔を見合わせているけど、「じゃ、お昼食べて待っていればいいんですか？」って。
澄子　　：この後はお昼食べて解散っていう感じだよね？　その後はキルプに任せましょう。
キーパー：キルプは「ここからが部活の本番だー！」って。（笑）
澄子　　：……まあいいでしょう。で、なんだって？　麻希ちゃんから聞いた情報で、どの辺にいるのかは目星つくもんなのかな。
キーパー：山中の道路にいるってことだから、道なりにずっと下っていけば麻希ちゃんに会えるよ。（笑）
麻希　　：あ、来た来たっ。こっちですこっちですー。
澄子　　：まず説明を聞きましょう。――あ、お腹空いたからお昼食べようよ。
麻希　　：えー、こんなところでですかー？
澄子　　：だって戻りたくないからここに呼んだわけでしょう。で、何かこれからしたいんでしょう。
麻希　　：もちろんそうですよ。
澄子　　：なら、その前に腹ごしらえをしましょう。
キーパー：麻希ちゃんの自転車は上にあるけどねー。（笑）
澄子　　：お弁当は持ってきたでいいですか？　チャリはさすがに持って来れないけど。
麻希　　：わかりました、じゃ、しゃべりながらお話。――そう、私があのチェックポイントに着いた時……声が聞こえたんです。声かどうかは定かではないんですけど。
澄子　　：で、その音なり声なりを発しているものは見つかったの？
麻希　　：発しているものは見つからなかったというか、発しているかどうか確認するのがちょっと大変だったのでまだ確認はしていないんですが……。
澄子　　：それは迷ったからってこと？
麻希　　：いや、声がする気はするんですが、そこから発せらているかどうかはわからないというか。
澄子　　：……なんか怪しい話になってきたな。私、聞きたくないなー。（笑）
麻希　　：で、そこにこれが落ちていたんですよ、と筆箱を。
キーパー：あ、今日はほどよく曇りだったんですが、そんな話をしているうちにちょっとずつ天気は悪くなってきます。明日は天気よくなさそうだからね。キルプから電話がかかってきて「そろそろ僕らは引き上げます。天気も悪くなってきたし」って。
澄子　　：うん、そうだね。じゃ、気をつけて帰ってね。
麻希　　：雨が降りそうなら、私はもう行きますね。
澄子　　：どっちに！？　帰るんじゃないんかい！
麻希　　：帰りませんよ。
澄子　　：ええー、一人でも行くつもりなの！？
麻希　　：大丈夫ですよぉ。
澄子　　：その根拠のない自信はどこから出てくるんだ。
麻希　　：（首をかしげつつ）……どこからだろう？（笑）
澄子　　：しょーかーないなー。じゃ、本降りになる前には帰ってくるんだよ。一緒に言ってあげるから。（笑）
麻希　　：大丈夫なのに……。
澄子　　：ここで『麻希ちゃんが雨の中遭難、死す』とかいわれたら哀しいものがあるので。
キーパー：……いや、冥土山で遭難するのはものすごーく間抜けな話だと思うよ。（笑）
澄子　　：そんなに小粒なの？（←彼女だけ、元ネタの山に行ったことがないのです）
菊子　　：すごい小粒。
麻希　　：山頂の公園までの往復が、部活の走るコースだった。
キーパー：元の場所に行けるかどうかを麻希ちゃんが先導するんだよね？　30％のプラス修正をつけて、<ナビゲート>をしてみてください。
麻希　　：（ころころ）出ないー。
キーパー：かなり歩いてから、ここだ、という場所が見つかります。今は声は聞こえない。
麻希　　：あれ、声は聞こえませんね。確かこの辺なんですけど……。
澄子　　：気のせいじゃないかな……。私は骨には気づくのかしら。
麻希　　：こっちですこっちです、と近づいていって骨を指指す。（笑）
キーパー：澄子ちゃん、正気度チェックしてください。
澄子　　：（ころころ）　失敗です。これはフライドチキンの骨……で、ではない！　うわあああああ。（笑）
キーパー：SAN値、１点減らしておいてください。別なものだと思って油断して見たところに、骨。
澄子　　：ま、ま、ま、麻希ちゃん！　騙したね。骨があるなんて聞いてないよー！
麻希　　：私、騙してなんていませんよ。聞かなかったじゃないですか。
澄子　　：筆箱があって声がする、っていったら、遭難者かなって思ったんだよっ。
麻希　　：遭難者だったら遭難者って言いますよ。
澄子　　：タチ悪いなー。じゃ、ちょっと腰引き気味に観察します。
キーパー：半ば腐葉土に埋もれています。土は柔らかそうだから、手で掘れそうだよ。
澄子　　：で、でもさ、これ、何の骨かな……？
麻希　　：それを確認するために掘るんじゃないですか！
澄子　　：麻希ちゃんの予想では何？
麻希　　：え。……人。（笑）
澄子　　：人かよ！
キーパー：澄子ちゃんは<生物学>を持っていますね。振ってみてください。
澄子　　：（ころころ）成功。今日は目がいいな。
キーパー：人じゃないよ、これ。（笑）
澄子　　：小動物系……？　犬とか？　見た感じ新しいですか？
キーパー：白骨ですね。
澄子　　：肉食動物がいれば食べるかもしれないし。
麻希　　：なんだ、人じゃないんですか。人じゃないなら掘っても問題には……。
澄子　　：ちょっと待って！　もっと怖い物が出てきたらどうするの。
麻希　　：だって、他にも何か埋まっているかもしれないしー。
澄子　　：麻希ちゃん。この場所って誰も来ないよね。ルート外れているし。今日、雨だよね。こんな日には誰も来ないと思わない？
麻希　　：うん、でも別に掘るのにそんな時間はかからない……。
澄子　　：だから、私達は一旦帰って、晴れた日にまた来ましょう。私ちゃんと目印つけたから、また来れるよ。
麻希　　：……わかりましたよ。抜け駆けしないでくださいね。
澄子　　：しないよ！（笑）
麻希　　：じゃ、今日は写真を撮って素直に引き上げることにします。筆箱は持っていくよ。
澄子　　：本降りになる前に帰りましょう。
キーパー：その日は無事に終わります。菊ちゃんも無事に帰れます。
菊子　　：その日の夜に悪夢とかはないでしょうか。
キーパー：うん、大丈夫だよ。慣れない労働をしたせいか、山から降りて食べたチョコレートはやたらとおいしかったです。
澄子　　：甘いものはおいしいねー。
キーパー：……麻希ちゃん、いつもより甘く感じるね。よほど疲れていたのかな。
　
　
ＳＣＥＮＥ　２　：　４月24日（日）　ちょっと怪奇な課外活動
　
翌日、日曜日。――ちなみに曜日は、2004年のものを使っています。
前日から小雨を降らせたのは『日曜日は大人しくしない？』という遠回しなメッセージだったんですが、
やりたいことを見つけた麻希ちゃんがそれで大人しくしているはずはなく……。 
　
澄子　　：天気予報では、明日から晴れですか？
キーパー：そうね、今日はしとしと降っているけど、これからゴールデンウィークに向けてだんだん晴れていくらしいです。あと麻希ちゃん、朝から筋肉痛だよ。（笑）
菊子　　：湿布くさいー。（笑）
麻希　　：澄子先輩に電話しよう。――今から冥土山に行きましょう！（笑）
澄子　　：……ものすごーい行きたいんだよね？
麻希　　：もちろん。一人でも行きそうな勢いだ。
菊子　　：それは危険だよー。
澄子　　：しょうがない、行くか。10時半ということにしましょう。
　
キーパー：菊ちゃん、今日は部活かな？
菊子　　：雨だと外が使えないから、午前とかですぐ終わっちゃうと思う。砲丸の場所で『モノ』がなくなっていればよし、まだそれがあったら……どうしようかな。
キーパー：あるよ。（笑）
菊子　　：なんだよー！
麻希　　：早いなー。
菊子　　：いつまでも置いておきたくないので……今日って日曜日だし、人いないよね？　オカ研の部室にでもさっと挟んで逃げてくる。
キーパー：わかりやすく置くの？　それとも隠すように置く？
菊子　　：窓の隙間にそっと挟むだけ。すぐに立ち去る。
キーパー：わかりました。――菊ちゃん、なんか手が冷たい気がするね。指先が冷えているみたい。
菊子　　：持っていただけの手？　うわー。知らないふり知らないふり！　気のせい気のせいー。
　
キーパー：麻希ちゃん、行きは傘さし運転？
澄子　　：かっぱかっぱ。
キーパー：了解。待ち合わせ場所に麻希ちゃんが行く時、道路を曲がると目の前に突然バイクが。なんかいつもより反応が遅くて、気づくの遅れた。<回避>。
菊子　　：どうしたどうした。雨具で見通しが悪かったか？
麻希　　：わっ。（ころころ）避けていないです。
キーパー：向こうの人も避けたのでぶつかりはしませんでした。ただし派手にコケました。
麻希　　：痛あああ。
キーパー：すりむいた場所、どこがいい？
澄子　　：（迷わず）顔。
キーパー：じゃ、あご。ＨＰ１点減らしておいてね。（笑）
麻希　　：……あ、あご？
キーパー：相手の人がびっくりしてバイクからにーちゃんが飛び降りて寄ってくる。「だ、大丈夫ですか？　頭打ちましたか！？　病院に……」
麻希　　：大丈夫ですよ……すりむいただけですから。
菊子　　：ここでラブコメ路線ににならないあたりが素敵だよね。（笑）
キーパー：お兄ちゃんはオロオロしています。電話番号と名前を書いた紙を渡して、何かあったらここに電話してください、と。彼は急ぎの用事かあるらしく、あなたの無事を確認するとあわただしく去っていく。
菊子　　：とりあえず、家に帰って血止めしてくる？
キーパー：ここなら学校の方が近いよ。部室には絆創膏の類もありますし。
麻希　　：学校で血止めしてからの方がいいか。
キーパー：そしてお約束で恐縮ですが、菊ちゃんが隠すものを隠してさっさと立ち去ろうとした時に、あごを押さえて自転車を引っ張っている麻希ちゃんが。（笑）
菊子　　：なに、どうしたの。
麻希　　：転んだぁ……。
菊子　　：うわ。とりあえず洗わないと、って水場に連れて行く。泥落として……。
麻希　　：ありがとうございますー。実はいい人だったんですね。
澄子　　：『実は』ってなんだよ。
キーパー：菊ちゃん、麻希ちゃんをふと見ると、リュックに荷物がいっぱい。（笑）
菊子　　：家出！？
麻希　　：オリエンテーリング部の活動の一環です。あるポイントに行って探索をするんです。今回は特殊任務なんです。
澄子　　：任務って何だー！
菊子　　：そういう奴だっけ、オリエンテーリングって。一人で行くつもりだったの？
麻希　　：いいえ、澄子先輩とです。先輩も快く付き合ってくださると。
澄子　　：うそうそ。……この後、これで別れるのかな。きっと菊ちゃんは来ないよね。
菊子　　：これから部活？
キーパー：終わったところだよ。時間はだいぶ経って、待ち合わせ時間を過ぎてます。
麻希　　：とりあえず菊ちゃん先輩、一緒に来てみませんか？　きっと面白いものが見れますよ。ふふ。
澄子　　：そろそろ電話していいですか。――麻希ちゃん、どうしたの？
麻希　　：ちょっと転んでしまいまして。
澄子　　：大丈夫？　今日早めにする？
菊子　　：（麻希ちゃんの電話を取りつつ）おはようー。
澄子　　：あ、菊ちゃん。
菊子　　：この子、すっ転んですりむいたみたいなんだけど。あと、湿布くさいよ。（笑）
澄子　　：菊ちゃん、ちょうどよかった。これからね、冥土山に行くの。
菊子　　：な……何かを探しに？（及び腰）
澄子　　：うん。なんか探しに行くの。……何かは言わない方がいいな。
菊子　　：あ、怪しい系？
澄子　　：怪しい系なの。菊ちゃん、来ないよね……？
菊子　　：ま、まあ、今日はもうヒマっちゃヒマなんだけどさ。
澄子　　：私一人でこの子を押さえられるかどうか不安なのよ。（笑）
菊子　　：うわ、大変そうだ。
麻希　　：何言っているんですかー。
菊子　　：まあ、ちょ、ちょっとだったらいいかな。深入りはしたくないなと思う。
澄子　　：もちろんそのつもり。じゃ、冥土山のグレイスポーツセンターの入り口前で。ごめんね菊ちゃん～。
キーパー：あ、麻希ちゃん。もののついでにオカ研部室に物品類を取りに来たら、窓に油紙の包みが挟んであるよ。（笑）
菊子　　：……知らない。
麻希　　：見てみようかなー。
キーパー：うん、中見ると以下同文なんだけどね。（笑）
麻希　　：持っていこうかな。
菊子　　：何だよ、結局近くに来るのか……。
麻希　　：どうしたんですか、顔色がすぐれませんよ？
菊子　　：うん、ちょっと部活疲れたかなって感じ。
キーパー：麻希ちゃん、このマーク見覚えがあるかも。<アイディア>振ってみてください。
麻希　　：よっ。（ころころ）成功した。
キーパー：オカ研関係の資料で、昔の先輩方の記録類に似た感じのものがありましたね。
　
澄子と麻希は出かけるに当たり、以下の物を準備しました。
カメラ、軍手、タオル、水筒、着替え、コンパス、筆記用具、懐中電灯、ビニール袋、
ロープ、プラスチックの折り畳みシャベル。あと発見した筆箱と、謎の油紙の包み。
何ていうか、準備周到。まるで冒険に行く冒険者のよう……。 
　
キーパー：時間は12時半、予定より遅いですが無事に合流できました。菊ちゃんはどこまで話を聞いているんだっけ？
菊子　　：『何かを探しに行く』としか聞いていない。何を探しているの？
麻希　　：まあ、行ってみればわかりますよ。
澄子　　：今話して『やっぱり行かない』とか言われると困るし。着いてから。
キーパー：澄子ちゃん、<ナビゲート>を振ってもらえますか？
澄子　　：（ころころ）おお、08。
キーパー：調子いいな。じゃ、麻希ちゃんののコースと全然違うところからアプローチをかけて、ものすごく短時間で着きます。
麻希　　：こんな道があったんだ。
キーパー：目的地は、折れた枝や大きな植物、やや離れたところにある涸れ井戸跡から特定できました。
菊子　　：か、涸れ井戸？　なんでそんなものがあるの？　石組みなわけじゃないよね。
キーパー：『端の欠けた石組みの』井戸？（by『らせん』）　違うよ、木組みだよ。
澄子　　：ロープ持ってきて正解だったかなー。
菊子　　：私、降りないよ！
澄子　　：では、ここで事情を話します。――実はね、菊ちゃん。
麻希　　：これなんですけどねー。
澄子　　：いや、まだ見せるな！　あのね、昨日部活でこの山に来たんだけど、ここに麻希ちゃんが迷い込んできちゃってね。
麻希　　：……私、迷ったんじゃないのに……。
澄子　　：そこで気になるものを見つけたから調べたいって言われて、また来ることになったの。
菊子　　：うん。何、を、見つけたの？（←思いっきり身構えている）
澄子　　：うん……。動物のものだと思うんだけど、骨みたいな感じなのよ。
麻希　　：だって声がしたんですもん。
菊子　　：何の？
澄子　　：それがよくわからないのよ。私は聞いていないから幻聴かもねー。
麻希　　：幻聴だと思うのは別に構いませんけどね。今は聞こえますか？
キーパー：あなたには今は聞こえるけど、気のせいかなというくらい。
澄子　　：聞こえますかー？
菊子　　：聞こえますかー？
キーパー：いいえ。（笑）
澄子　　：菊ちゃんちょっと心の準備を……と言いながら。SANチェックはいらない？
キーパー：じゃ、30％の補整をつけてやってみましょうか。
菊子　　：（ころころ）10。大丈夫大丈夫。ドーブツドーブツ。
麻希　　：さてと、それじゃキズつけないようにやりましょう。
菊子　　：何を？
澄子　　：掘りたいんだって、これ。
菊子　　：頑張って。
麻希　　：頑張ります。
菊子　　：遠巻きに見ている。
キーパー：２人ともシャベル持ってきているんだよね。それで大丈夫でしょう。骨が……これも骨、まだ骨。どこまでやる？
澄子　　：だんだん引いてくるんだけど。ここら辺で足かなあというのがわかるのね。
麻希　　：ここまでやるなら最後まで掘り続けなければ。骨、ですねー。
菊子　　：……普通にここで死んだだけなんじゃないの？　埋めておいてやりなよ。
麻希　　：声がしたからには放っておけませんよ。確認したらそのまま埋めてあげるつもりだったんですけどね。
キーパー：とりあえず全員、現状に耐えきれるかだけSANチェックしてください。
澄子　　：（ころころ）耐えられない。
麻希　　：（ころころ）ちょっと足りない。
キーパー：じゃ、麻希ちゃんと澄子ちゃんは１点源っていうことで。即座に逃亡ってほどじゃないけど、多分夢に見るね。
澄子　　：もういいよ麻希ちゃん、もう戻してやめようよー。
麻希　　：もうちょっと下まで掘ってみませんか？　何か出てくるかもしれないし。
キーパー：30分もすれば、１匹分と思われる骨が出てきます。特に銃痕とか鈍器の跡とかはないですね。
菊子　　：自然死っぽいからさあ、もう埋め戻してやろうよ。――でも自分じゃやらないけどね。後ろから口出しするだけ。
麻希　　：もうちょっと。どうせなら全部。下に何かあるかもしれないじゃないですか。
キーパー：じゃ、２時間くらいかかって多分これで全部だろうと思えるものを出しました。トータルでまるまる白骨。穴はそんなに深くはなかったです。
澄子　　：もういいよね？
麻希　　：ちょっと待ってください、写真撮りますから。それから、今度は完全に埋まるくらいに埋めてあげましょう。可愛そうですから。塚みたいな感じにしておきます。
キーパー：はい。それはできます。
菊子　　：手を合わせて、ごめんなさいねと言っておく。
　
澄子　　：じゃ、帰ろう。
キーパー：……で、麻希ちゃん、例の紙どこに持ってる？
麻希　　：ポケット。
キーパー：ポケットかい。じゃ、全部終わって後かたづけも済ませて荷物を詰め直し、戻ろうかという時に麻希ちゃんのお尻のポケットが急に熱くなって、めちゃめちゃ熱くなって、菊ちゃんと澄子ちゃんはそこから煙が出ていることに気づく。
澄子　　：え、なになになに！？
菊子　　：はたいて。はたいて！
キーパー：ズボンは焦げちゃって、モノは３分の１くらいが燃えかすになってしまった。中央の赤い部分が燃えたようです。
麻希　　：うー……。痛いですー。
澄子　　：燃えかすを見て、これ何？
麻希　　：うちの部室にあったんです。
キーパー：……なんで部室にあったんだろうね。
菊子　　：あえて口を挟まない。（笑）
澄子　　：お尻にやけどって、座る時痛そうだよね。あ、チャリこげる？
麻希　　：押して帰ろうかな。今日は病院に行きましょう。
　
　
ＳＣＥＮＥ　３　：　４月25日（月）　いつもと少し違う日常
　
キーパー：雲量80％ですが、雨は上がって桜がいい感じです。月曜日は身体測定があります。でも、風邪で休んでいる人もいるからどうするんだろうね。
菊子　　：そうだね。後からやるにしても大変だ。
キーパー：麻希ちゃん。視力検査したら、去年より視力がよくなった。
麻希　　：あれー？
菊子　　：進むことはあっても上がることなんて……。
キーパー：かわりといっては何ですが、色覚検査に×がついちゃったよ。
澄子　　：色盲？
菊子　　：うそ、犬っぽくなっちゃった？
麻希　　：眼鏡つけているとクラクラするんで、とりあえず外しておきます。（笑）
　
キーパー：さくっと放課後ですが、誰からやろうかな。麻希ちゃんはオカ研で調べものだったっけ。あちこちノートを引っかき回して見るんだよね。<目星>で。
麻希　　：（ころころ）１失敗です。
キーパー：見つかることは見つかるんですが、ものすごーく時間がかかってしまいます。８年前のオカ研の部ノートに、似通ったマークと緑っぽい粘液のシミが。（笑）
澄子　　：怖えー！
キーパー：そこには矢印がついていて、『源太郎文庫』という殴り書きが。
澄子　　：聞いたことあるぞ？
キーパー：EDUで振ればわかるよ。
麻希　　：（ころころ）失敗してますよー。何だろうこれ。
菊子　　：誰かに聞いてみればわかるんじゃない？
キーパー：部室内には、黙々と雑誌を読み続けている先輩がいます。前回、麻希ちゃんにミッションを与えた人ですね。あなたがずっとごそごそしていたのに話しかけもせずにずっと本を読んでました。
澄子　　：マイペースだな。
麻希　　：こっちから話しかけてみよう。先輩、ちょっとこれなんですけどね、とノートのページを見せよう。
キーパー：先輩は顔を上げて「こんなのあったんだ？　源太郎文庫かあ、すごいのに当たっちゃったねー」
麻希　　：源太郎文庫って何でしたっけ？
キーパー：「聖さん、だめだよそれじゃ。黄泉学園に籍を置くオカ研部員たる者、源太郎文庫の在処を卒業までに見つけなければ！　……って言われているんだけど誰も見つけてないけどねー」
麻希　　：じゃーだめじゃないですかー。
キーパー：「入手方法はあるらしいけど、やるの？」
麻希　　：やりますよ、当然！　――何をすればいいんですか。
キーパー：「私は実はよく知らないんだけど……高橋先輩なら知っているよ」注、去年のオカ研部長。
菊子　　：あ、行方不明だった部長？
キーパー：行方不明というか、３ヶ月前から学校に来ていなかったんだけれど今年になって復学して、３年生として……つまり留年して学校に来ている。クラスは９組、家は市外ですね。
麻希　　：なるほど、わかりました。まだ先輩残っているかな。
キーパー：「もういないと思うよ。来なくなっちゃったのよ、オカ研には」
澄子　　：まっとうな人の道を歩んでいるのかもしれない。
キーパー：じゃこれを……と、彼女はあなたに真新しい手帳を渡します。「オカ研部員たる者、体は消えても手帳は残すんだよ」（笑）
麻希　　：当然です！
　
キーパー：澄子ちゃんと菊ちゃんはもう普通に帰っちゃう？
澄子　　：うん、普通に帰ります。
キーパー：キルプは一昨日の後かたづけをしながら「なんかスコップが汚れているなー」とか。あ、日曜日に参加した１年生もちゃんと部活に顔を出しているようです。
澄子　　：よしよし。
キーパー：いない人がいるなーと思ったら、今日はちょっと具合を悪くしてお休みしているらしい。
澄子　　：どうしたんだろう。疲れが出たのかなあ。
キーパー：じゃないですかね、慣れないことしたわけですから。
　
ちなみに源太郎文庫について、補足説明を。
この学園を設定した時に盛り込んだ設定で、今回初めてシナリオ内に登場しました。
黄泉学園創立者である黄泉源太郎氏の収集した文献の総称で、古今東西の稀書が揃っていた
と伝えられています。『黄泉学園設定』の項目で少しだけ触れています。 
　
麻希　　：部長の家に行きます。
菊子　　：家に！？
麻希　　：だって家の場所しかわからないんだもん。
キーパー：電車で北に２駅の隣の市です。商店街の中、古い家が密集していてちょっと迷いやすいところ。番地はしっかりかいてあるから大丈夫だけどね。呼び鈴はなく、表札は『高橋』とだけ。
麻希　　：戸を開けて、ごめんくださーい。
キーパー：玄関の戸を開けてしばらく呼ぶと、目の前にあった下半分が曇りガラスで上が障子の戸がすーっと開く。（笑）
菊子　　：うわー、古そうだー。
キーパー：で、上下ジャージの男の子が。（笑）
麻希　　：間違いない。こちらに高橋一雄さんはいらっしゃいますか？
キーパー：「俺……ですけど……？」
麻希　　：（無駄に元気よく）はじめまして。私、オカ研の後輩にあたる聖麻希と申します。よろしくお願いします！　今日はひとつ伺いたいことがあって。
キーパー：（無関心というか無気力そうな感じで）「……はい」
麻希　　：単刀直入に言います。源太郎文庫について教えてください。
キーパー：そう言われると、彼は、「どうして？」と。
麻希　　：じゃ、詳しく説明しようか。
キーパー：彼はあくまで立ち話で済ませ、玄関からあなたをあげるつもりはないようです。あなたが終わると、「それで」と先を促す。
麻希　　：これについて調査を進めたいので、源太郎文庫について知っていることを教えてください。
キーパー：「……好奇心半分はやめた方がいいよ？」
麻希　　：そう言われるとは思いました。
キーパー：「（噛んで含めるように）世界は、君が思っているほど、君に優しくないよ」
麻希　　：…………でも教えてください。
キーパー：彼はしばらく佇んでいますが、「部室のカラーボックスの裏に、ノートがあるから」とだけ。
麻希　　：ノートが。
キーパー：「読んだら元の場所に戻しておくように」
麻希　　：はい。
キーパー：「用事は？」
麻希　　：……それだけです。
キーパー：「うん。じゃあ」
麻希　　：また用事があったら参ります。
キーパー：「さよなら――また会えると、いいね」
澄子　　：うわ、意味深だなー。異次元に行ってらっしゃい、って感じ。
麻希　　：ちょっと不気味なものを感じながらも、今日は家に帰ります。（笑）
　
この日の菊子は、特に何をするでもなく普通に部活動。
澄子は筆箱の持ち主を捜すべく、校内資料から「去年の書道コンクールの佳作者」を調べましたが、
該当者は40人以上おり、候補者の狭め方が思いつかずにげんなりしておりました。 
　
キーパー：その日はそれで終わります。菊ちゃんと澄子ちゃん、今日は指先とかの末端が冷えるかな。でも、特に何もないよ。
菊子　　：むー？
キーパー：あと、麻希ちゃんちってお布団ですか、ベッドですか？　個室ですかね。
麻希　　：全然決めてなかったねー。……一人部屋でベッド。まだ疲れが残っているから、早く寝ると思う。
キーパー：では麻希ちゃん、あなたはふっと夜中に目が覚めて、何時だろうって思います。その時視界の端に光るものがつーっと流れていった気がして、あれ？、って少し眠気が覚めるんですけが、足元に濡れて暖かくて毛深いモノがいるみたい。
澄子　　：犬とか猫とか……？
麻希　　：み、見てみます。
キーパー：動けない。SANチェックしてください。
澄子　　：お、金縛りだ。よかったね、貴重な体験だよ。
麻希　　：（ころころ）失敗。
キーパー：じゃ、気が遠くなるくらいの時間そのままです。
麻希　　：怪奇現象なのに……怪奇現象なのに……見れないいいい。（笑）
澄子　　：そっちか！
キーパー：寝たのか寝ないのか、景色が少しずつフェイドアウトしていき、はっと目が覚めるといつの間にか寝ていたらしくて、朝の光が差し込んでいます。寝た感じがしないね。……で、まだあるよ、感触。
麻希　　：感触はするんだ！　そっちは見るぞー！
キーパー：ぱっとめくると、そこに一瞬赤茶色の塊が。でも一瞬見えただけでふっと消える。黄色くてまん丸い目が見ていたような気がしたが、目があった瞬間それもわからなくなった。
菊子　　：布団、その場所がへこんでいたりしない？
キーパー：手で触るとちょっと湿っている感じ。
　
　
ＳＣＥＮＥ　４　：　４月26日（水）　浸食
　
キーパー：今日は雲量が減って、日差しが強くなってきました。麻希ちゃん、昨日からお尻は痛いしあごはひりひりするし寝不足だし、さんざんです。（笑）
麻希　　：キモチ悪い……。
キーパー：登校して、自転車置き場に自転車を止めた時に、すごい気持ちの悪さがこみあげてくる。
澄子　　：あらまー。
キーパー：しばらくすればおさまるけど、まだ気持ち悪い。今日はこのまま早退してもいいくらい。教室行く？　休む？
菊子　　：保健室登校は？
麻希　　：それだ。保健室だ。（笑）
キーパー：そして２年生の学年朝礼は、貧血を起こす人がいつもより多いですね。
菊子　　：でも、朝礼出れたの？
麻希　　：出れないよ。出れないというか出ない。
キーパー：……あ、そっか。じゃ、友達からそういう話を聞いたと言うことで。
澄子　　：じゃ、運ばれてくる人がいるってことね。
キーパー：この日、澄子ちゃんは３時間目に体育があるんだけど、風邪ひきが多いという理由で最初のランニングが１週少なかったりとか。
澄子　　：ラッキー。それで、どのくらいの人が休んでいるの？
キーパー：１クラスに３人～４人は休んでいるようですね。先生も一人休んでいて、自習になったり。……あ、麻希ちゃん、いつまで保健室にいます？　１時間目が終わる頃には最初の波はおさまるけど。
麻希　　：いつまでもここにいてもつまらないので授業に出よう。多分、待っている人がいるだろうから。
キーパー：３年１組では、菜穂ちゃん（５話に登場したクラスメイト。微弱な霊感体質です）が今日は早退するって言ってお昼に帰っていった。
澄子　　：どうしたの、と聞いてみましょう。
キーパー：菜穂ちゃんは「具合が悪いのと、なんかここすごい嫌な感じがするよ……」と。
澄子　　：嫌な感じ？　この子の言うことは聞いておかないとね。家にいるとマシって感じ？
キーパー：「うん……実際、具合は悪いってほど悪いわけじゃないんだけど。……でも私、今日は帰るよ」と。ちなみに麻希ちゃん、お昼はどうします？　といっても食欲はないけどね。
麻希　　：うん。食欲はないので……ちょっと口にする程度で。
キーパー：はい。ちょっとPOWチェックしてみてください。
麻希　　：（ころころ）出てない。
キーパー：じゃあ、ちょっと食べるつもりが、はっと気がついたらお弁当がぺろっと全部なくなっていて、回りの子にすごい勢いで食べていたよ、って言われます。で、食べたら食べたなりに胸焼けするし気分も悪い。
澄子　　：すごいな、どこに入ったんだろう。
麻希　　：ちょっと保健室に……。（笑）
　
犬の食事は丸のみ・一気食いがほとんどだそうで。……麻希がやったのは、コレです。
　
キーパー：午後からは何もなく放課後までいきます。菊ちゃんは部活だよね？
菊子　　：うん。こないだの人が来ている様子はない？
キーパー：いないね。
麻希　　：私は、今日はオリエンテーリング部に。
キーパー：はい。今いるのは１年生と澄子ちゃん。キルプは休み。
麻希　　：１年生来たんですねー……うぷっ。
澄子　　：ど、どうしたの麻希ちゃん！　無理しないで帰った方がいいんじゃない？
麻希　　：そうなんですけどね。ちょっと先輩にご相談事があって。（笑）
澄子　　：うん、い、いいよ。……とっても嫌な予感。１年生の前で言うのか？
麻希　　：あまり気にしないけど……まずければ場所を変えましょうか。オカ研の部室まで行きましょう。
澄子　　：嫌だよ、関係者じゃないもの。その辺の教室でいいじゃん。相談を聞きましょうか。
麻希　　：昨日貴重な体験しまして。夜寝ていると足元が急に暖かくて柔らかいものが。そして、それをみようと思うんだけど体が動かないんですよ。金縛りって奴でしょうか。
澄子　　：うわー。
キーパー：（不意に）麻希ちゃん。今、『居る』よ。
菊子　　：どこに？　足元？
キーパー：うん。――でももういない。いなくなった。
麻希　　：今、一瞬いたんですけど……。
澄子　　：もしかして、変に掘り返したのがよくなかったんじゃない？
麻希　　：それでですね、これからちょっと調べものをするんですよ。オカ研の部室まで来てもらえませんか？
澄子　　：どんな？
麻希　　：（強引に）じゃ、行きましょうー。
澄子　　：行かないよっ。
キーパー：今日は引っ張る麻希ちゃんの手も力無いですね。
麻希　　：この間の油紙に包まれた紙を見せて、これについて調べようと思うんですよ。
澄子　　：何か手がかりがあったの？
麻希　　：それを今から見に行くんです。どんなか私にもわかりません。
澄子　　：……すっげー行きたくねー。（言い聞かせるように）あのね、私、そういう体験をしたいわけじゃないのよ。わかるよね？
麻希　　：……？（←わからないらしい）
澄子　　：――いや、わかんなくてもいいや。ごめん、同意を求めたのが悪かった。私はそういうのを体験したくない人間なの。
麻希　　：そうですか。珍しいですね。
澄子　　：麻希ちゃんも、そんな具合悪いのに今日何ができるの？　今日は早く帰って寝た方がいいよ。
麻希　　：……先輩もそう思いますか？　（笑）
　
キーパー：んじゃ、火曜日はそれで終了。菊ちゃんと澄子ちゃんは体のだるさを覚えます。
菊子　　：なぜー？
澄子　　：なぜー？
キーパー：『風邪』がうつったんじゃないの？　２人とも寝付きが良くないようです。布団がなかなか暖まらない。
菊子　　：靴下はいて寝よう。
キーパー：麻希ちゃん、夜中の何時かな、ふと目が覚めるんですけど、膝の辺りに暖かくて濡れている気配が。（笑）
菊子　　：昨日は足元だったよね。上にきたか。
澄子　　：そううちだんだん上がってきて、明日はお腹、次は胸、顔……。
キーパー：視界の端に光みたいなものが目の上をすっと過ぎていったようです。POWチェック、５倍以下で。
麻希　　：（ころころ）今度は成功ですな。
キーパー：じゃ、えいっと気合いを入れたらわりとすぐ動けるようになった。もぞもぞと膝の辺りで何かが動いている。
麻希　　：そこにいるの？
キーパー：……その言葉に応える気配はないです。時計を見たら２時22分だ。
麻希　　：ヤな時間だなー。
キーパー：あ、室内はマメ球のはずなのに、時計がよく見えるよ。（笑）
澄子　　：夜目きいているんかい。
　
　
ＳＣＥＮＥ　５　：　４月27日（木）　後戻りできない今
　
キーパー：今日は暖かく、気温は徐々に上がっています。菊ちゃんと澄子ちゃんも寝起きは良くないようだ。POWの５倍チェックしてみてください。
菊子　　：（ころころ）成功。
澄子　　：（ころころ）全然だめだ。
キーパー：澄子ちゃん、いつもよりも熱っぽい。ＭＰを１点減らしておいてください。で、菊ちゃんは朝練あるんだよね？　澄子ちゃんは……登校時間はどうだろう。
澄子　　：徒歩などで、さくさく歩いて行くはず
キーパー：麻希ちゃんっては遅刻組？
麻希　　：わりと遅刻。（笑）
キーパー：了解。じゃ、麻希ちゃんが校舎の中に入ったら、すごく気持ち悪い！
麻希　　：また保健室かなあ……。
キーパー：あなたが急がないと遅刻しちゃう、ってぐずぐずしていると朝練の終わった菊ちゃんが……。
菊子　　：うん。ぱたぱた通りかかる。
キーパー：菊ちゃん、麻希ちゃんが自転車置き場にいます。――が、麻希ちゃんのスカートの裾がぴっと引っ張られている。どうやらボンヤリした茶色の塊が、スカートをくわえて校門の外方向に引っ張っているようだ。
菊子　　：怪しいじゃん！　他の人はそういう光景を見ている？
キーパー：気づいていないようですね。あなたが、あ、麻希ちゃんだ、ってふいっと見たらぴっと引っ張られたから。
菊子　　：駆け寄る。
キーパー：一瞬後にはそれはなくなっていて、あとは気持ちの悪そうな麻希ちゃんが自転車にもたれた状態でいるだけ。
菊子　　：うわー。何、大丈夫大丈夫？　っていうかさっきの何！？
麻希　　：あ。先輩おはようございます。
キーパー：菊ちゃん、SANチェックお願いします。
菊子　　：いやー、（ころころ）失敗……。
キーパー：２点減。小刻みにいかせていただいてますー。
菊子　　：うわうわうわ。さっきの何さっきの何さっきの何！（笑）
麻希　　：ううう……気持ち悪いー。
菊子　　：ちょっと本当に大丈夫？　動ける？　とりあえず保健室行こうか。
麻希　　：はい……そのつもりでした……。
キーパー：じゃ、保健室の先生があれ？　って顔をしてから「頑張りやさんだね」って。
菊子　　：昨日もですか？
キーパー：「うん、２日連続。明日も今日くらい気持ち悪かったら休んだ方がいいよ」とは言われるんですが、家を出る時はそんなに気持ち悪くもなかったんですよね。
澄子　　：イヤイヤ病だ。
菊子　　：スカートくわえていたアレ、何、何？
麻希　　：スカートくわえてた？　ああ多分あの子かな……。昨日の夜は膝の上にいたんですよー……。
菊子　　：……何ヘンなペット飼っているのよー。
澄子　　：憑かれていると言った方が正しい。（笑）
麻希　　：あったかくて、ちょっと湿っていて、赤茶色でした。
菊子　　：そんな色だった？
キーパー：うん。大きさも、こんな？　って手で示すと合っている。
菊子　　：それはやっぱ、ソコを掘ったからじゃないか？
キーパー：その日は別に何事も起きません。麻希ちゃんもお昼休み前には具合はおさまります。麻希ちゃん、お弁当はどこで食べる？
麻希　　：先輩のところにお礼をしに行こう！
菊子　　：お昼のお弁当は澄子ちゃんと中庭で食べているから、教室にはいないよ。
キーパー：そのことは知ってていいよ。今までも中庭で合流していたこともあったし。
麻希　　：（力無く）あ、ここにいらっしゃったんですね～。こんにちは。今朝はどうもありがとうございました。
澄子　　：麻希ちゃん、学校に来て大丈夫？
麻希　　：さあ……。それは私にもわかりません。ですけどだいぶ気分はよくなったんですよー。（←しゃべり方がだいぶうつろ）
澄子　　：とてもそうは見えないんだけど……。昨日に比べて格段に。
麻希　　：朝よりはいいです。どうやら引っ張られたみたいなんで……また、あそこに行ってみようと思います。
澄子　　：冥土山か。……どうしても行きたいのね？
麻希　　：はい。
澄子　　：……じゃ、行こうか。これから行ってもいいけど、放課後まで保つの？
麻希　　：保たせます。大丈夫です……多分。放課後すぐにオリエンテーリング部の部室に向かいます。
澄子　　：いや、階段上がってこなくていいよ、迎えに行くから。それまで……お達者で。（笑）
菊子　　：私も行った方がいいのかなあ。
澄子　　：行こうよ菊ちゃーん。
　
放課後、菊子・澄子・麻希は３人で連れ立って、冥土山の『現場』へ赴きました。
元の場所を掘ってみたり周囲を探索したりしたのですが、変わったことは何もなし。 
　
キーパー：では、その日は解散。
澄子　　：心配だから、一応麻希ちゃん家まで送っていきます。
麻希　　：ありがとうございます。
キーパー：その日の晩はさらっと流しましょう。夜寝る時の菊ちゃんと澄子ちゃんはいつものとおり。澄子ちゃんは得に寒い。麻希ちゃんは夜中に目が覚めると腰のちょっと下に……手の先くらいにいる。
麻希　　：しばらく撫でていようかな。
キーパー：じゃ、もそっとすり寄ってくる。
麻希　　：くっ。可愛いじゃないか。（笑）
澄子　　：可愛いのか！？
　
　
ＳＣＥＮＥ　６　：　４月28日（水）　調査
　
キーパー：菊ちゃんと澄子ちゃんはPOW５倍でチェックしてください。
澄子　　：（ころころ）成功。
キーパー：ちょっとクラクラするくらいです。麻希ちゃんは登校する時に気分が悪くなる。
菊子　　：登校の時にだけ？
キーパー：学校が見えてきて、校門をくぐって、自転車置き場に自転車置くくらいが一番きつい。
麻希　　：何か警告しているのかもしれないな……。
菊子　　：学校に来るなって？
キーパー：麻希ちゃん、視力が上がったはずなんだけど、下駄箱を開けて靴を取る時に距離感がつかめなかったりする。でも黒板の字を見る時は眼鏡外しても大丈夫くらい。
澄子　　：遠近感が狂っているのかな。
菊子　　：でも、犬って近視だっていうよね。で、色盲でニオイに敏感。
キーパー：で、耳元でがさっと音がしたりとか、後ろでどーんって音がするとすごいびっくりする。あと、お弁当も開けた瞬間に食べちゃって、周りの人がちょっと引き気味。
澄子　　：骨だけだから飢えているのかな。
キーパー：それと、欠席者が増えていて、１クラスに５～６人休んでいる。通常授業だけどね。菜穂ちゃんは今日は欠席。
菊子　　：それは今まで休んでいる人に更に追加？　それとも違う人？
キーパー：来るようになった人もいるけど、来るようになった人より休む人の方が多い。朝のホームルームとかで「風邪が流行っているようですが気を付けましょう」って。後で聞くとどのクラスでも言っていたから、多分教職員の朝礼でそういう話が出たんでしょう。
澄子　　：同じクラスに休んで出てきた人はいますか？
キーパー：いますね。女の子も男の子もいる。
澄子　　：話しかけてみます。具合はどう、って。
キーパー：「まだふらふらするけど、いつまでも休んでいるとそれはそれでやばいから」と。
澄子　　：じゃ、あまりよくなったようじゃないのね？
キーパー：「もうちょっと頑張ればゴールデンウィークだからさー」って言っている。
澄子　　：休み時間にでも麻希ちゃんのところに行きましょう。いるかな？
キーパー：はい。では、２時間の休み時間にでも。机になついている麻希ちゃんがいます。
澄子　　：麻希ちゃん大丈夫？
麻希　　：あー……。まあ……大丈夫……とはいえませんね……。
　
何かできないかと考えた３人は、現場に落ちていた筆箱の持ち主探しをすることにしました。 
　
澄子　　：３年生に聞きます。こんな感じの筆入れの落とし物を見つけたんだけど誰のか知らない、って。
麻希　　：２年生は私が聞きます。
キーパー：２年生は５組と６組が書道選択だからそこ押さえればＯＫです。３年生は、書道選択者が各クラスに散らばっているからね……。
菊子　　：書道部に行って聞いてみる。
キーパー：はい。書道部は特別教室棟の２階の奧でございます。ではそれぞれ幸運ロールでもしてもらいましょうかね……。
澄子　　：（ころころ）よし、成功。
麻希　　：（ころころ）成功。
菊子　　：（ころころ）あ、だめでした。
キーパー：はい。自分のだっていう人はいない。３年生に見覚えがあるっていう人はいる。けど、誰のだったっけ、って感じ。
澄子　　：３年生か……。書道部はハズレですか？
キーパー：書道部は、昼休みは誰も集まっていないから聞けなかった。
菊子　　：じゃ、放課後に行ってみよう。
キーパー：じゃ、放課後まで時間を飛ばして……菊ちゃん、今日も陸上はお休み？
菊子　　：遅刻します。
キーパー：はい。今は休みがちな人もいるから、そんなに目立ちはしないでしょう。書道部に行くと２年生の新部長さんが出てきて、「あ、これ……見たことあります」って。
菊子　　：え。
キーパー：「ちょっと待ってください」って、筆入れを借りてコレ見たことある？って見せに行く。戻ってきて、「これ、部員のでした。ありがとうございます」って回収しようと……。
澄子　　：どなたのですか？
キーパー：「３年の、児島先輩のです。最近部室には来ていないですけど……」
菊子　　：何組？
キーパー：居合わせた３年生の部員の話によると、６組だって。
澄子　　：６組だったら知り合いもいるし、届けに行くよ。――本当に知り合いがいるかどうかは知らない。（笑）
麻希　　：やっと手がかりが見つかりましたね！
キーパー：６組は澄子ちゃんが体育を一緒にしているクラスだから、顔見知りはいる。一緒に着替える子もいるからね。まだ教室にいる女の子が「児島君？　え、あの人って入院したとか……」
菊子　　：入院！？
澄子　　：え、ほんと、いつから？
キーパー：「火曜日の体育中に倒れて、そのまま先生に保健室に連れて行かれたんだけど、次の日から来ないんだよ。それで、近くの黄泉第一病院に入院したとかいう話……」
菊子　　：児島君って犬好きだったりする？
キーパー：それは知らないらしい。
菊子　　：どんな人？　よく知らない人だけど。
キーパー：「あまり印象がないな。結構休みがちだったからだと思う」
菊子　　：ふーん。じゃ、元からあまり丈夫じゃないんだ。
キーパー：菊ちゃん、そこでアイディアロールしてみてください。
菊子　　：（ころころ）成功。
キーパー：最初の時に見学の時に混じっていた３年生、あの人らしい。言われて思い出す。
菊子　　：なんで陸上見ていたんだろう。やりたかったのかなあ。
キーパー：授業中に倒れてそれから学校に来ていないから、机の中とかのものはカバンに適当に詰めて持たせた、という話。ロッカーの中とかはそのままらしい。
菊子　　：机の中を覗いたりしてみる。
キーパー：中は残っていないようですね。あとは、ロッカーって扉あったっけ。
菊子　　：こないだ『がちゃっ』て開けていた気がする。（第７話参照）
澄子　　：ロッカーを開ける、それとも？
菊子　　：いや、あんまり開けたくないな。私物だし。
麻希　　：（力無～く）今、開ける必要はないですよー……。
澄子　　：麻希ちゃん……元気がないね。（笑）
　
……ロッカーの中には情報源があったんですが、見事にスルーされてしまいました。あれー？
その後、３人は児島君のお見舞いと称して黄泉第一病院を訪れますが、
まだ意識が戻りきっていない当人からも、何も知らない家族からも、有益な情報は得られませんでした。
途中、麻希ちゃんは昨日の冥土山の現場で撮った写真を現像に出すため別行動。その後解散です。 
　
キーパー：６時前くらいかな。結構へろへろです。
菊子　　：家まで帰れる？
麻希　　：道はわかりますよー。（へろへろ～）
澄子　　：いや……送っていくよ。
キーパー：――その晩、菊ちゃん澄子ちゃんは以下同文ということで、寒気は増しています。
菊子　　：あったかくしていよう。
キーパー：麻希ちゃん、真夜中にふっと目を覚ますと胸の上に犬が一匹、あなたをじっと見下ろしている。POWチェックしてくれ。
麻希　　：（ころころ）失敗。
キーパー：相手はじっと君を見ています。息づかいが目の前で聞こえる。すごい真剣そう。
麻希　　：あのー……何か用なの？
キーパー：それには反応はないです。SANチェックしてみてください。
麻希　　：（ころころ）成功。
キーパー：ではそのまま何事もなく、意識が飛んで気がつくと朝になっている。
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キーパー：今日はよく晴れています。澄子ちゃんと菊ちゃんは幸運の４倍でチェックをしてください。
菊子　　：４倍？　なんか少なくなっているような……（ころころ）成功。
澄子　　：（ころころ）だめでした。
キーパー：澄子ちゃんはＭＰを１点減らしておいてください。今日は休みだから、いつもの時間に起きなきゃならないってことはないですよ。
菊子　　：澄子さんに電話。今日は午前中は部活にいるから、何かあったら教えてね。何もないことを願うんだけど……。
キーパー：澄子ちゃんは？。
澄子　　：図書館に行ってみるか。冥土山に関する言い伝えとかそういう系を調べてみたい。
キーパー：市立図書館は開いてます。
菊子　　：郷土史のコーナーに揃っていそうだね。
キーパー：冥土山は宗教的なものはなかったようで、むしろ山菜採りなど生活の一部として使われています。歴史に出てくるネタとしては日食観測碑がどうの、とか。目を引くような大事件、戦場になりましたとかそういうのはないみたい。
澄子　　：ああ、そういう大事件ではなくて、昔話とか……犬とか。
キーパー：そういうのはないみたいです。
麻希　　：写真は何時頃できますか？
キーパー：朝一番で取りに行けるよ。――写真屋さんは何でこんなの現像するんだろうって内心思っていますが、プロですからそこは何も言いません。
麻希　　：うん、聞かれても微笑むだけ。（笑）
キーパー：写真について、<オカルト>判定してみてください。
麻希　　：（ころころ）40で、成功。
キーパー：わんこの写真と埋めた後の写真自体は別に何も問題はないようですが、景色の向こうの方に涸れ井戸が写りこんでいるんですが、それがボンヤリとした黄緑色っぽい光を放っている。
麻希　　：心霊写真だ……！
菊子　　：なに、やっぱり貞子さんがいるの？（by『リング』）
麻希　　：そういえば井戸を見ていましたね。澄子先輩に連絡だー！　電話するよー。こーんーにーちーはー。いい写真が撮れましたー……。（笑）
菊子　　：怖えーよ！
麻希　　：今どこにいらっしゃいますかー？
澄子　　：市立図書館。
麻希　　：じゃ、今、行きますねー……。
キーパー：……写真より麻希ちゃんが怖いよ、私。（笑）
澄子　　：せめて何が怪しかったのか教えてくれない？
麻希　　：井戸ー……。がちゃっ。（笑）
澄子　　：イタズラ電話かー！（笑）
菊子　　：悪質だー。
キーパー：じゃ、ものの15分ほどで麻希ちゃんがやってきます。
麻希　　：こんにちはー。早速ですが、これなんですー……。って、指を指す。ここがこう見えてねー。
澄子　　：わかりますか？
キーパー：言われるとわかる。光の加減じゃないかなとも思うんだけど、不自然だって言われるとそうなのかな、って。
澄子　　：……井戸を調べた方がいいって事？
麻希　　：そういう見方もできますね。
澄子　　：っていうか、そのつもりじゃなかったのかー！？
麻希　　：心霊写真が撮れたので、とりあえずお見せしようかなあと。
澄子　　：それだけかよー。……行ってみる？　いける？
麻希　　：まだ生きていますよー。（←微妙にズレている）
澄子　　：じゃ、生きているうちに行こうか。菊ちゃんは学校にいるって言っていたから、菊ちゃんもさらっていこう。もちろん装備品あり。
菊子　　：うわ。私は荷物持ち。
澄子　　：麻希ちゃんの分をちょっと持ってあげて。
麻希　　：っていうか、本人が荷物になっている気がする。（笑）
キーパー：そこで「キャンキャン」と声が。
澄子　　：……え。
麻希　　：犬が喜びますよねー。
澄子　　：でも聞こえないから！
キーパー：今のだけは聞こえたような気もするよ。麻希ちゃんの右足辺りから。
麻希　　：（ぼーっとした口調で）可愛いですねー。右足辺りを撫でる。
澄子　　：麻希ちゃん、怖いからやめてー。
　
キーパー：29日のお昼過ぎ。麻希ちゃんと澄子ちゃんは学校で菊ちゃんを拉致って、冥土山へ。――で、今日の目的地は？
澄子　　：井戸でーす。
キーパー：了解、涸れ井戸ですね。木組みの井戸で、木の蓋がしてある。もう使っていないのが一目がわかり、上に杉の枯れた奴とかがいっぱいかぶさっている。
澄子　　：じゃ、しばらく誰も手を触れていないというのはわかりますね。
キーパー：ぱっと見は。板きれを数枚重ねながら蓋をしているみたいな感じ。
麻希　　：なら、近づいてぐるっと回って。
澄子　　：何か変な感じとか、光が見えたりとかはしないんですね。
菊子　　：変な声も？
キーパー：うん、しない。
澄子　　：どう、麻希ちゃん？　何ともない。
麻希　　：残念ながら今のところは……。
澄子　　：『残念ながら』かよ。
麻希　　：ここに何もなければこそ、中に何かがあるかもしれないんですよ。
澄子　　：じゃ、開けてみましょうか。
キーパー：はい、一枚ずつはがしていきます。以外と簡単に杉の枝などを移動できます。そこには誰かが最近開けたり締めたりしたと思われる、わりと新しい跡が残っている。
麻希　　：誰か開けたんでしょうかねー。
澄子　　：ねー。誰だろうねー。一体ねー。
麻希　　：私じゃないですよ。
澄子　　：いや、それはわかっているよ。
キーパー：開けるとだな、井戸の内側に縄ばしごが固定されています。結構新しそうな感じ。
菊子　　：照らしてみたら？
キーパー：懐中電灯をあててみても、水面の照り返しみたいな反応はないですね。どこまで続いているかはよくわからない。
麻希　　：降りろと言わんばかりですねー。
澄子　　：えーと、耳を澄ましてみます。
キーパー：風のうなりのようなものが聞こえます。
澄子　　：洞窟が我々を呼んでいるー！
麻希　　：そうですね。ならばひとつ、と降りようとする。
キーパー：まず最初に麻希ちゃんが行くのね。キシッと縄ばしごがきしみますが、丈夫そうです。
菊子　　：一応命綱だけつけておく。ロープのはしっこは木に１回絡ませて持っています。
キーパー：軍手だね？
菊子　　：うん。素手じゃ痛い。
キーパー：下に行けば行くほど湿り気が増し、壁は岩肌っぽくて苔がはり付いている。一番下まで行くと、『ぱしゃっ』て音がするくらいの水っぽい泥があります。下はちょっとふくらんでいるけど、３人入ったらきっちきちだと思う。
麻希　　：ちょっと狭いですー。
澄子　　：回りに何かあるー？
キーパー：<目星>。
麻希　　：（ころころ）だめでした。
キーパー：じゃ、東側にあたる部分に横穴があります。目の位置よりちょっと高いかな、穴の大きさは直径１麻希超といったところ。冷たい風が吹き付けてくる。
菊子　　：入ってくれっていわんばかりの……。（笑）
キーパー：大柄の人は四つんばいにならないと入れないだろうね。あなた方なら腰をかがめれば大丈夫。
麻希　　：穴があいてまーす。
澄子　　：入れそうなくらい？
麻希　　：入れますよ、私なら。
澄子　　：菊ちゃん、ほどけないようにこのロープを木に縛り付けて、私達も行きましょう。
菊子　　：（しぶしぶながらも）そうだねえ……。……じゃ、きちんと縛る。
キーパー：次に降りるのは誰ですか？
澄子　　：菊ちゃんが降りると言わない限りは私が行きます。
菊子　　：積極的には言えません。（笑）
麻希　　：とりあえずは、降りてくるまで待っています。
キーパー：はい。狭い井戸に２人でこんにちは。澄子ちゃんも<目星>判定をお願いします。
麻希　　：わくわくしますねー。
澄子　　：しない！　（ころころ）はい、余裕で成功。
キーパー：じゃ、足首ぐらいの高さの壁にちょっとしたくぼみがあり、黒い手帳が置いてある。
澄子　　：まずよーく照らしてみましょう。
キーパー：普通の手帳よりは薄くて小さいです。黒くで丈夫だけど、表紙は厚紙。
澄子　　：手に取ってみましょう。
キーパー：中にいろいろな走り書きみたいなものがあります。二重円の中に何かが書いてある習作のようなものが数ページ続く。そこから文字がちょっと小さくなって、懐中電灯が必要になります。
麻希　　：照らしています。
キーパー：去年の日付で、『５月９日：LP入手』という文字が書かれています。『８月８日：LP準備』――この辺りの簡単な地図が書いてあって、ちょうどここに当たる場所にバツがついている。そして『12月10日：LP決行』。その次のページをめくると乱れた字で失敗って書いてある。
澄子　　：日付は？
キーパー：ない。その次のページからは破られている。
澄子　　：破られているのは結構何枚も？
キーパー：うん。一番最後にはもっと小さい几帳面な字で『受信装置：紋様の紙を等距離の６箇所』『発信装置：受信装置から２里以内、地面に近いところほど良』その上には『生命転換儀』と書かれています。
澄子　　：怪しい……。
菊子　　：児島君ってオカルトな人？
キーパー：そんな話は聞いたことなかったですね。『注意事項：近辺に一定サイズ以上の死体がないこと。月が半月より大きくないこと。受信側には24時間毎に回収にくること』『解除法：受信側の護符を燃やし、送信側の護符６枚を明るいうちに燃やす』
澄子　　：どっちにしても燃やすんだね。
キーパー：そして、裏表紙の裏に赤く『暴走注意』という言葉が大きく書いてあって、それが朱墨で消してある。
澄子　　：おいおいおい。じゃ、まずこれは<オカルト知識>なのかな、私も知っているかどうかも知りたいんだけど、LPっていうのは何でしょうね。
キーパー：これは<オカルト>……かな。
澄子　　：（ころころ）はい、全然だめ。
麻希　　：（ころころ）成功。
キーパー：特に思いつくものはないです。
菊子　　：LP＝ライフプランとか？
麻希　　：油紙に包まれていた紙を出しつつ、そういえばこの紙って……。
澄子　　：これが果たして受信なのか発信なのかちょっとわからない。もし受信だったら他に５枚あったはずで、だとしたら学校に残り５枚があるはず。
菊子　　：発信だとしたら、どこから２里以内なんだ？
麻希　　：動かしたり燃やしたりしたら、まずいんじゃないでしょうかね。何か起こっていると思いますよ。
澄子　　：どうしようかな。この『LP』について調べてから奧に進みますか。それとも今進みますか。
麻希　　：調べるとか、そんな悠長なこと言っていられないです……。
澄子　　：うん。上に向かって、菊ちゃん降りてきてー、と。
菊子　　：行くよー。
キーパー：あ、３人でそこにいるのは大変だよ？
麻希　　：穴の中に入りまーす。
澄子　　：麻希ちゃん、そこでまだ待っていてね。
キーパー：穴はゆるやかに曲がっているみたいで、先は見通せない。まわりは岩と土の間みたいな材質で、下が広がっている台形で上から根っこが出ていて通りにくい。全体はじっとり湿って、肩がそこに汚れちゃうのは間違いないでしょうね。
麻希　　：だいぶ通りにくいですよー。
菊子　　：人が掘った感じ？
キーパー：そうだね、自然にできたものじゃないね。
澄子　　：最近っぽいですか？
キーパー：そうでもない。……菊ちゃんは空いた場所に降りてきます。
澄子　　：手帳はポケットの中にしっかりしまって……。
キーパー：――菊ちゃんには言わないの？
澄子　　：えーと……うん。――この先に横穴があるから、もうちょっと調べてみよう。
菊子　　：うん、わかった。
　
……というわけで、何が起こっているのかよくわからないままに、場面だけが進んでいきます。
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この先、真相がわかることはないので、補足説明を兼ねたネタばらしを。
発端は、黄泉学園の生徒児玉晴弥が、「生命転換儀」という儀式の手順書を入手したことでした。
これは健康な人のエネルギーを少しずつもらい、自らの体力に変換する術。
体が弱く今後の受験勉強に不安を感じていた彼は、無謀にもその儀式を執り行います。
　
彼はかつて遊んだ井戸の地下に儀式の『陣』を作り、作成した護符を黄泉高校に埋めました。
しかし儀式は不完全で、歪んだ効果を発揮します。『風邪』が流行っているのはそのせいです。
児玉晴弥自身も学校で卒倒し、意識不明で入院。
その後も儀式は作動を続け、生徒達の生命力を奪っています。
　
『犬』は儀式の輪にとらわれた亡骸で、関心を示してくれた麻希に『警告』を送り続けています。
本当は、これらの情報源はは何カ所かに用意してあったんですが、ほぼスルーされてしまって。
児島君の私物か源太郎文庫、どっちか漁ると思ったんだけどなー……私の読みが甘かったです。 
　
この地下通路の先は、児島君が敷いた『儀式』の陣があります。
これを崩すことで構内に張られた儀式は破れ、麻希に憑いた犬も解放される段取りなのですが……。
ほとんど情報も出せていないのに、みんなはうまくやってくれるかなあ？ 
　
キーパー：じゃ、マーチングオーダーを決めてください。
麻希　　：一番前にいるよ。（笑）
澄子　　：菊ちゃん、どうする？　どっちでもいいよ、私は。
菊子　　：一番後ろも嫌なんだよねー……。
澄子　　：じゃ、私が一番後ろでしんがりの恐怖を味わうって事で。
キーパー：そのまま横穴を……。懐中電灯は直線でしか照らせないんで、足元照らして横照らして前照らして、しながら前に進む感じで。
澄子　　：入水鍾乳洞を思い出しますねえ。（←こないだ行ってきたばかり）
キーパー：５分くらいそのまま歩いていると、ふっと全員の懐中電灯が消えます。真っ暗！
菊子　　：うそっ！
麻希　　：電池切れでしょうか？
澄子　　：そんなことはない。
キーパー：かわりに、前方に黄緑色の炎がかすかにちらちら揺れているのが見える。
菊子　　：何それ。何それ！
澄子　　：あはははははははー……。（←壊れた？）闇に目を慣らしてから動きましょう。
キーパー：はい。前の人を確認しながら？
澄子　　：光がないから、目が慣れてもまわりはあまり確認できないでしょう。片手で前の人の荷物なり服なりをつかみながら行きましょう。
菊子　　：麻希ちゃんのリュックをつかみつつ。
澄子　　：何かあったらすぐに言う事。見えないから。
麻希　　：緑の光が……。
澄子　　：それはわかったよ！（笑）
キーパー：では、そろそろと進むと、風がぴゅーっと強くなって、風の音にしては叫び声を連想するようなものになっていきます。
麻希　　：なにやら嫌な向かい風がきますよー。
キーパー：正気で進めているかどうか、SANチェックでもしてもらいましょうか。
菊子　　：よし、成功している。
麻希　　：（ころころ）あ、失敗しちゃった。
澄子　　：（ころころ）あれ、00ってファンブルだよね。100だよね。
キーパー：麻希ちゃんが２点、澄子ちゃんが３点、SAN値が減少します。
澄子　　：うわーははははははははははははは……（壊）。
麻希　　：だいぶ不気味ですね。
キーパー：菊ちゃんは正気は保ててます。澄子ちゃんが後ろからあなたをぎゅっとつかんでいるので、人の気配も感じれるし。
澄子　　：ぎゃーぎゃー叫んでいるかもしれないけど。（笑）
キーパー：更に先に進むと、広い場所に出ます。坂になっているなって思ったら広い場所になって、灯りがほんの２麻希くらい先にちらちらしている。
麻希　　：広くなりましたよー。ちょっと下が坂になっています。
キーパー：だんだん見えるようになりますが、叫び声のような風の音が耳鳴りのような感じで頭の中にまで侵入し、反響します。
澄子　　：いやー！
キーパー：POWの５倍でチェックしてください。
麻希　　：（ころころ）失敗しちゃった。
菊子　　：（ころころ）あ、失敗。
澄子　　：よし、成功。
キーパー：５倍以上で失敗した人は歩けなくなります。足が地面にはり付いているというか、腰から下が笑っているというか。２点ずつＭＰを減らしてください。
麻希　　：だめです、進めませーん。
菊子　　：あ、あう～……。
澄子　　：えー、そんなこと言わないでー。
菊子　　：やだやだ、置いていかないでよ！
澄子　　：私だって置いていきたくないよー！　ちょっと回りの状況を見たいです。
キーパー：澄子ちゃんも部屋の中に入れるくらいには全員この空間に入っています。床は光るロープで円環が二重に敷いてあり、空間の中央には岩の台のようなものがあり、そこに人の腕ぐらいのサイズの濃い緑色の岩が縦にドンと立っている。
菊子　　：発光しているの？
キーパー：うん。薄く。そこに縦長の書き初め用の習字紙がロープでぐるぐるに巻き付けてあって、朱墨で何か書いてあるようです。
澄子　　：何て書いてあるんですか？
キーパー：風であおられてばたばたと揺れていて、その小さな字は読みとれません。
麻希　　：これが発信装置……？
澄子　　：ってことは……受信装置の１個は燃えていて、発信装置も燃やさないとなのか。他に何かめぼしいものはありますか？
キーパー：特に何もないようです。あなた達を押し戻すかのように、冷たい風が真正面からぶつかってくる。
澄子　　：負けるもんかー！
麻希　　：というか、動けないですー。
澄子　　：あれ燃やせばいいんだよね？　ねえ、あれ燃やせばいいんだよね！？
麻希　　：多分。確証はありませんけど……。でも足が動かないんですー。
菊子　　：帰ろうよ、帰ろうよ～。
澄子　　：ここまできて何を言っているんだ！ ２人ともしっかりしてよー！
キーパー：ここで問題です。――火は？
澄子　　：……ないね。
麻希　　：マッチ、マッチなら持っていますけど……。
澄子　　：よし、じゃ、マッチ貸して。行く。
キーパー：うん。じゃ、もうちょっと近くまで行くと、今度はPOWの２倍で判定してください。
澄子　　：負けるもんかー。（ころころ）あ、負けてる。
キーパー：もっと近くに寄ったところで澄子ちゃんの足が止まるぞ。ＭＰは１点減。
菊子　　：あー……。
麻希　　：止まってますよー。
キーパー：すると、麻希ちゃんの足元からワンワンワン、とわんこがけたたましく鳴く。
麻希　　：ど、どうしたの……？
キーパー：と、麻希ちゃん、歩けることに気づく。
麻希　　：あ、歩けまーす！
澄子　　：麻希ちゃん、ここまで来て、お願いー。
麻希　　：行きまーす。
キーパー：はい、行って手渡された。で、本当に目の前でばたばたと習字紙が揺れている。
麻希　　：燃やそうと試みます。
キーパー：マッチの火が消えないようにしながら、紙に触らずに火をつけようとするんだね？
澄子　　：火種があった方がいいってことか。紙一枚とか……。マッチよりはいいかな。紙だったら、えーと……あるな。リュックにもメモ帳ははあるね。
麻希　　：普通の手帳なら私持っているんですけどね。
澄子　　：あ、じゃ、それでお願い。
キーパー：では、ちょっとDEXで判定をしてみてください。目標値は５倍だ。
麻希　　：（ころころ）成功です！
キーパー：おお、では目的のものを出して、火をつけた！
麻希　　：では、おもむろに火をすぱっ。
キーパー：習字紙を火がなめたと思ったら火が派手に燃え上がり、風は倍ぐらいの強さになってほわって舞い上がる。全員その場でDEXの５倍判定。バランス取れるかどうか。
澄子　　：あ。出た。
麻希　　：（ころころ）……転ぶし。（笑）
キーパー：燃えたものの中から、何かがぱっと散らばって室内をくるくる回り、転んだ人達の体の中央らへん……澄子ちゃんからすれば膝頭くらいなんだけど、菊ちゃんと麻希ちゃんからすると胸の辺りを何かがすっと抜けていく。転んだ人はSANチェックをどうぞ。
麻希　　：えいっ。（ころころ）だめでした。
菊子　　：失敗ー。
キーパー：麻希ちゃんが３点、菊ちゃんが４点。ごめんね～。
澄子　　：（菊ちゃんのシートを見て）大丈夫、まだ48もある！（笑）
キーパー：転んで、ぱしゃんとしりもちをつくと、手をついたところにねとーんとしたものがつきます。
澄子　　：うひょー。
麻希　　：それよりお尻が痛いと思う。
キーパー：麻希ちゃんはそんな中で、わんこがくーんくーんと言いながら腰の辺りに寄り添っている感じがします。
麻希　　：撫でてあげよう。
キーパー：で、唐突にその風はふっと消えるんだけど、澄子ちゃんの目の前をかさかさになった習字紙の燃えかすが回っていて、気がつくと中央にあった腕ぐらいの大きさの緑の岩がない。
菊子　　：え。
キーパー：あとはもう、すっと元に戻る。風もなくなって停滞している。
　
結局、彼女達にとっては何が何だかわからないままに解決だけできたわけですが。
……このまま裏事情とかはナイショのままの方が放課後怪奇っぽいのかな。 
　
キーパー：膝ががくがく言っているけど、何とか立てるかな。懐中電灯はつきます。
澄子　　：じゃ、岩のあったところを見てみますが、変わったものはないですか？
キーパー：そこはぬぐったようにきれいになっていますが、中央は触るとあったかいかな？　暖かいというか、床そのものが熱を帯びている感じ。
澄子　　：いや、触りたくない……。
麻希　　：触ってみよう。
澄子　　：麻希ちゃん、具合は？　特にはよくならんか……。
キーパー：どうだろう。あまり変わりはないかもしれない。
澄子　　：確認してから去りましょう。
キーパー：はい。何もないことがわかります。敷いてあったロープとかは残っていますが、どうします？
澄子　　：ロープも燃やそうか。
麻希　　：ここで燃やすのは危ないでしょう。仮にも地下だし。
キーパー：あ、ロープ、湿っているよ。
澄子　　：じゃ、しょうがないね、持っていきましょう。下手に煙でぶすぶすぶすっていうと大変なことになるしね。
キーパー：来たルートと同じ、縄ばしごを上って外に戻ると、そんなに時間を費やしたはずはないのに、とっぷり暗い。
麻希　　：あれー？　不思議ですねー。
キーパー：時計を見ると入った時間で止まっている。だけど外は暗い。
菊子　　：埋めておきたいねー。横穴だけでも潰しておきたかったな、天井ちょっと崩して。
麻希　　：埋めちゃだめですよー。
澄子　　：また人目につかないように、しっかり元に戻そうね、これは。縄ばしごを外しておこう。偽装して。
　
キーパー：今日はその場で解散……っていうか、菊ちゃん的にはこれで終わりかな。
菊子　　：うん、終わっている。砲丸の玉の下にあった紙は何だかわからないけど、まあいいやってことで。
澄子　　：手帳の内容話しておこうか、人手は多い方がいいしね。……ということで、あとこういう奴が５枚あると思うんだ。
麻希　　：でもなんでこれが部室にあったんでしょうね。できるだけ地面に近い方がいいってあったのに……。
菊子　　：……ごめん、それ地面にあった。（笑）
澄子　　：え。菊ちゃん。あなた……。
菊子　　：だって嫌じゃんそんなの。持っていたくないし……。
麻希　　：だからってオカ研に持ってこなくても……。ふさわしいからまあいいですけど。
澄子　　：じゃ、正確な位置はわかるね？　地図から割り出して、だいたいのポイントは割り出せるはずです。
　
キーパー：その日の夜。麻希ちゃんが夜中に目が覚めたんだか夢の中だかわかりまらんが、わんこと一緒に寝ている感じがします。今までのようなせっぱ詰まった圧迫感はしなくて、わんこはただすり寄って寝ている、みたいな。
麻希　　：可愛がっておこう。
キーパー：じゃ、いつの間にか……夢なのかどうかって感じで、麻希ちゃんの手からわんこがエサをもらっている。おいしそうに食べて、手までぺろぺろなめた後で手に頭をすりつけたような夢を見た気がした。
麻希　　：うわっ。可愛い……！　飼おうかな。
澄子　　：いや、飼えないでしょう。
キーパー：起きるとすっきりした感じがする。
麻希　　：うーん、久々に気分のいい朝ですね。
キーパー：そうね。菊ちゃんと澄子ちゃんも今日はぐっすり……いや、悪夢にうなされながら。
澄子　　：ええ、いろいろとありましたからねー。
キーパー：夢の中でも前も後ろも何もない穴の中をさまよっているような。
澄子　　：きゃー、後ろから何かが迫ってくるー。
キーパー：夢の中で、手の中に緑の石をしっかりかかえていたり。
澄子　　：いやー。黄緑怖い、蛍光色怖いー。
キーパー：……という夢はありますが、まあ手が冷えた感じはなく、最終的には疲れもあってぐっすり眠れました。
　
翌日は校内にあると思われる「残り５箇所の受信装置」を探し出して破棄することに。
<ナビゲート>や<目星>で魔法陣の描かれた油紙の包みを見つけ、処分しました。 
　
　
　
ＥＮＤＩＮＧ　：　戻ろう、一時の日常へ
　
キーパー：後日談ってほどでもないですが、、児島君の具合は悪化して、しばらく休むらしいという話です。
菊子　　：うひょー。児島君、後ひくんですか。
キーパー：で、校内で流行っていた風邪ですが、ゴールデンウィークが明ける頃には、風邪ひきさんはみんな治っているようです。
菊子　　：風邪っぴきもこれの影響だったのかな……？
麻希　　：そう考えられなくもないですね。
　
ええ、これの影響です。っていうかそのものズバリ儀式の効果でした。
今回は情報の出しっぷりが下手っぴで、うまく誘導しきれなくってごめんなさいでした。
　
菊子　　：そういえば、LPって何の略？
キーパー：それは調べるならどうぞ。
麻希　　：そうだね、調べるだろうな……。あのノート、結局見なかったな。今なら見ても大丈夫だよね。独りで見る。
キーパー：あ、オカ研のカラーボックスの裏？　じゃ、古びたノートを開くと、紺色の万年筆で紙をひっかくような字が並んでいます。詩なのかな……夢の世界がえんえんと書かれているような。
麻希　　：何だこれ？
キーパー：あまり気分のいい夢じゃない。『カエルに似た男が私の脳を売っていた／彼はこちらもどうですか、と緑の脳を頭蓋に入れた／今はそんなことはどうでもいい／学校に行こう／学校に行こう』って感じで。
澄子　　：SANチェックいるんじゃない？
麻希　　：っていうか、魔導書そのものじゃないかー！（笑）
キーパー：源太郎文庫のことはいろいろな言葉に織り交ぜながら書いてあるみたい。拾い出す？
麻希　　：……拾い出す！　ここまで来たらなー！
キーパー：じゃ、SANチェックしてください。
麻希　　：やあっ。（ころころ）成功しているし。
キーパー：じゃ、１点減らすだけでいいよ。LPについては載っていなかったけれど、源太郎文庫については書かれてました。これらは昭和28年の二八火災で焼失したはずの幻の書物類です。けど、このノートには、それの入手方法が……。
麻希　　：はい。
キーパー：要約すると、『夜中２時に一人で校舎に入る。２年２組の教室に行く。校内には自分以外がいないことが望ましい。全ての灯りを消し、２時から２時22分まで左端の前から２番目の席に座る』
澄子　　：全部「２」なんだ？
キーパー：そして『不必要に行ってはならない』
菊子　　：麻希ちゃんの席ってさ、そこだったりする？（笑）
キーパー：目が悪いから前の方じゃないかな。ちなみにね、２年２組の教室の前の黒板の左側には扉を塗り込めた跡があるんだよ。
澄子　　：うひょー。
キーパー：２年１組に続く通用扉だといわれているんですが、２年１組の後ろの壁にはこの扉の跡はないの。で、生徒達はいろいろなことを言うわけだ。（笑）
麻希　　：実際、２組だったんだよねー。
キーパー：うちの高校、ほんとに２年２組に塗り込めた扉あったよね？（笑）
麻希　　：うん。２年２組は大変でした。
澄子　　：本当なんだ！
キーパー：……で、どうする？　やってみる？
麻希　　：まだしない。用事がないから。
　
「LP」はルードヴィッヒ・プリンという16世紀のフランスの魔術師です。
クトゥルフ神話的にいうと、『妖蛆の秘密』という魔導書の作者いう。 
　
キーパー：無事に生きてシナリオを終えられた場合、1d6点の正気度を回復します。
澄子　　：（ころころ）５点だ！　よし！　53まで戻った。
菊子　　：２点。ちぇー。50だよ、どうしようー。
麻希　　：よっ。（ころころ）回復はするんだな……。怖さを忘れてしまうんだろうな。
キーパー：どこまで治った？
麻希　　：34まで治りました。
キーパー：収支としてはいい感じだね。皆様おつかれさまでしたー。
　
楽しめたとはいえ、いろいろと反省点の多いセッションでした。
『何もわからないまま振り回される』というのは、怪奇話だから体裁は整っているものの、
普通のセッションだったら、不完全燃焼感がぬぐえなかったのではないかと思います。
ともあれ、楽しく遊ばせてもらいました！　プレイヤー諸氏おつかれさまですー。
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